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【巻頭言】 
 

「 継続することの大切さ 」 
 

今年も仙台市の繁華街に「平和七夕」が飾られました。５１回目となります。全国から送られた「平和を祈る千

羽鶴」に観る人達が感嘆の声を上げておられました。 

戦後８０年が過ぎ、様々な行事が行われています。いつも思うのは「長い間引き継がれてきたものがたくさん

ある」ということです。５０年、８０年と簡単に言われますが大変な長さです。行事に取り組む方々の年代も２代目

３代目と引き継がれなければ続きません。 

組織も同じです。最初に立ち上げた方々の思いを引き継いで行くのは大変なことです。 

仙台 YMCA は１２０年を越え１２５年に向かっています。仙台広瀬川ワイズメンズクラブは１５年を越えました。

YMCAもワイズメンズクラブも何もしないでいただけでは組織として継続することは出来なかったでしょう。これか

らも、一人一人が最初に立ち上げた方々の気持ちを大切にしていきたいと思います。 

                                                         菅野 健 

 

               
〒980-0822 仙台市青葉区立町 9-7 

仙台ＹＭＣＡ内 

TEL: 022-222-7533 

FAX: 022-222-2952 

Email：otada@mail.tohoku-gakuin.ac.jp 書記 多田 修 

 

 

２０２６年度 主 題（Theme） 

国際会長： ヨハン・ビルヘルム・エルトビック（ノルウェー） 「 Waking the Sleeping Giant with Blue Music 」 

アジア太平洋地域会長： ラチャン・マニカーン（インド） 「 Awakening the Asia Pacific with Blue Music 」 

東日本区理事： 山下真（十勝)  「 挑戦なくして変化なし 」 

北東部長：三田庸平（もりおか) 「 ユースの成長・笑顔を求めて 」 

仙台広瀬川クラブ会長：加藤研 「 ワイズが元気ならＹＭＣＡも元気 」 

【今月の聖句】  

「 私の目にはあなたは高価で尊い。私はあなたを愛している 」 

イザヤ書 43 章 4 節 

202６～202７年度 クラブ役員 

会   長 加藤 研 メ ネ ッ ト 会 長 多田 純子 聖句 加藤 雄一 

副 会 長 菅野 健 地域奉仕ＣＳ 佐藤 健吾 ブリテン 関川 美紀 

書記・会計 多田 修 ユース 清水川 洋 ブリテン 多田 修 

会 計 補 佐 多田 純子 YＭＣＡサービス 佐藤 剛 ドライバー 関川 美紀 

監 査 加藤 雄一 YＭＣＡサービス 橋本 俊博 担当主事 関川 美紀 
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仙台広瀬川ワイズメンズクラブ 

【 8 月 第 1 例会 】 

日程：2026 年 8 月 19 日（水） 

時間：18：45～20：30 

場所：ＹＭＣＡ立町会館 カフェ実習室 

出席者： 加藤研メン、管野メン、加藤雄一メン、多田修メン、多田純子メネット、関川 

 

「黙祷」 

１． 開会点鐘                   会長 加藤 研 

２．ワイズソング                    一同 

３．ワイズの信条                    一同 

４．会長挨拶                    会長 加藤 研 

５．今月の聖句・感謝の祈り                加藤 雄一メン 

６．協議事項 

  ・ベネズエラ地震緊急支援募金、2026 年度熊本地震救援・復興支援募金について協議され、各

支援募金に入金することが確認されました。 

７．その他 

  ・北東部フォーラム、もりおかクラブ「20周年記念式典」の出席者について確認されました。 

  ・チャリティーランについて、駅伝の部に１チーム申し込むことが確認されました。 

  ・チャリティゴルフについて、今年度も昨年度同様、ビールを購入し協賛品とすることが確認

されました。 

  ・10月第 1例会は、10 月 18 日（日）八木山ベニーランドにて行います。 ※時間未定 

  ・81年前の仙台空襲の DVD を視聴し、当時のことをおぼえ、平和を考える時間を持ちました。 

８．連絡・報告 

  後述のＹＭＣＡ通信をご確認ください。 

９．ニコニコ 

10．閉会挨拶                       多田 修メン 

11．閉会点鐘                    会長 加藤 研 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月第１例会 強調月間 ： 「 ＹＭＣＡ サービス 」  

在籍者 9 名 出席者 5 名 メイキャップ 0 名 出席率 55％ 

休会者 2 名 メネット・コメット 1 名 ゲスト・ビジター 0 名 ニコニコ 5,000 円 
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【 第 51 回 仙台平和七夕  】 

８月 6 日朝 6 時、クリスロード商店街に 5 本の吹き流しが飾りつけられ、第 51 回仙台平和七夕が幕を  

開けました。仙台七夕まつりの初日である 8 月 6 日は「ヒロシマ原爆の日」、最終日(8 日)の翌日の 9 日は  

「ナガサキ原爆の日」にあたります。この時期に合わせ、全国から寄せられた折り鶴を吹き流しにして掲げる

活動を「平和を祈る七夕市民の会」（代表・油谷重雄さん）が半世紀にわたり続けてこられました。 

一枚の折り紙を、一羽の鶴へと折る。                                         

その手の動き一つひとつに、平和を願う人々の思いが                                     

込められています。吹き流しに連なる折り鶴は、単なる                                      

「飾り」ではありません。平和を願って積み重ねられた                                 

行動の証しだと思うのです。その一羽一羽が集まり、                                 

七夕の願いにのせられて竹につるされる時、個々の                                  

祈りは一つの大きな訴えとなって街に掲げられました。 

「ノーモア・ヒロシマ、ノーモア・ナガサキ。」 世界各地で戦火が絶えない今だからこそ、鶴の一羽一羽が

問いかけてくるものがあります。一人ひとりが日々の中で祈りを積み重ねていくことは、小さな力ではありま

すが、世の中を動かすものへと変革していくと信じます。                                                                   

聖書は「平和をつくり出す人々は、幸いである」（マタイによる福音書 5 章 9 節）と語ります。折り鶴を折る

小さな手も、それぞれのやり方で平和をつくり出す営みにほかなりません。平和の種をまく働きを絶やすこと

なく続けていきたいと思います。                      

仙台ＹＭＣＡ総主事 加藤 雄一 

 

 

【 第 32 回 仙台ＹＭＣＡ インターナショナルチャリティーラン 2026 】 

 

駅伝で心の襷（たすき）を受け渡し、障がいのある 

子どもたちを支援する恒例のイベント、仙台ＹＭＣＡ 

インターナショナルチャリティーランは今回で第３２回 

を迎えます。 

 

 この収益は、子ども支援基金（BAPY）、全国 CPP 支援、 

ともだち川遊びキャンプ、フリッパークラブ、放課後デイ 

サービスＹＭＣＡみらい・きぼう、等に充てられ、障がいの 

ある子どもたちとその家族、そして地域を支える力となります。 

イベントへの参加は勿論のこと、参加される方々への応援と 

イベントへのご支援を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

 

実行委員長 仙台広瀬川ワイズメンズクラブ 橋本俊博 
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【編集後記】 

 8 月 26 日におきたネパールの土石流の映像は、ＡＩかと目を疑うほどでした。想像を絶する恐怖だったで

しょう…。子どもたちとのキャンプなどで美しい景色を見るたび その映像がよぎり、子どもたちが笑い、走り

回る元気な声を聴くたび、平和を心から感じます。世界中が この笑い声であふれることを祈るばかりです。 

                   関川美紀 

【 ＹＭＣＡ通信 】 

・ チャリティーラン当日のボランティアを募集し

ております。ご参加可能な方は、担当主事ま

でお知らせください。 

・ チャリティゴルフの協賛をお願いしておりま

す。ご協力いただける方は、担当主事まで

お知らせください。 

・ 9 月 4～6 日、東日本ＹＭＣＡユースボラン

ティアリーダーズフォーラムが開催されます。

仙台からは、２名（菅原宙礼心さん、笹倉倫

恭さん）参加いたします。 

9 月 例会のご案内 

仙台広瀬川ワイズメンズクラブ 9 月第１例会 

強調月間 「 ＣＳ 国際協力 」 

 

日程 ： 9 月 16 日（水） 

時間 ： 18：45～20：30 

場所 ： YMCA 立町会館 カフェ実習室 

出欠のご確認は 9 月 12 日までに担当主事

までご連絡ください。 

【 第 29 回 仙台ＹＭＣＡ チャリティゴルフ 】 

 

仙台ＹＭＣＡチャリティゴルフは、１９９８年に始まり今年で２９回目 

を迎えるイベントです。参加者からいただく寄付金は、水の事故から 

子どもたちの命を守ることを目的とし、主に仙台市内の新入学児童に 

「ウォーターセーフティーハンドブック」を無償配布するための費用と 

して使われます。その他、全国ＹＭＣＡボランティアリーダー研修会 

参加費用助成、仙台ＹＭＣＡ子ども支援基金として役立たせていた 

だきます。皆様のご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 
 

開催日：２０２６年１０月１５日（木） 

場 所：松島チサンカントリークラブ 松島コース（PGM） 

参加費：4,000 円 

定 員：１０４名（24 組）※先着順 

申込締切：２０２６年９月２８日（月）                   

 

 


